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VMSO等の再検討
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MISSION

あらゆるオープンデータが

見つけやすく、使いやすい

場[コミュニティ]を実現する。

そのことにより、全社会の研究・
イノベーションを加速させる。
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TARGET

（コアターゲット）

• 提供者：

研究者、研究機関

• 利用者：

研究者、学生、企業のR＆D部門、

企画部門
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INSENTIVE①
（提供者側）

・巨人の肩をつくる（学術への貢献）

・業績評価

・フィードバック
（そこからあらたな研究につながる）
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INSENTIVE②
（利用者側）

・利用可能なデータの一元的な検索
（＝研究資源の合理的活用）

・新しい研究イノベーションの可能性

・特に学生などの初学者にとっては

・利用可能なデータの一元的な検索

・使いやすさ
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INSENTIVE③
（図書館員）

・レファレンスツールとして活用

・データキュレーターとしての図書館員を
サポート
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システムのモデル化
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最終発表会までのタスク・スケジュール
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最終発表会までのタスク整理

• サービス名を考える

• 画面設計（ワイヤフレーム）から機能を詳細化

– ユーザ画面、データ画面、検索画面、フォーラム画
面、管理画面、トップ画面、通知機能等

• メタデータスキーマ、メタデータマッピング設計

• API設計

• 仕様書を書く

• 発表スライドを作る
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